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Ⅰ　クラス制の導入

　少人数教育を更に徹底するとともに、人間力・社会人基礎力や課題対
応能力、さらに継続的な学習力を育成するために、2015年度からゼミにお
いてグループワーク型授業（学生がグループを組んで、研究テーマを自
ら選定し、役割分担しながら研究を行って、その成果を他の学生達の前
で発表し合い、相互に質疑応答するスタイルの授業）を導入します。これ
により、学生の主体性・行動力・協調性などが育まれると期待されます。

Ⅲ　グループワーク型授業の導入

　2015年度から、ゼミナール（ゼミ）をベースとする学年別クラスに学
生が必ず所属するものとします。ゼミは必修科目ですので、学生はクラ
スメイトと毎週必ず顔を合わせることになります。また各種ガイダンスや
大学祭等においてもできる限りクラス単位で行動することを奨励しま
す。これらに加えて、ゼミ担当教員がクラス担任を兼ね、クラスの学生一
人一人の学修・生活・進路についてきめ細かく指導します。これにより、
見知らぬ相手が顔なじみになり、やがて共通の話題もできて、友達にな
り、ひいては楽しく充実した学生生活を送れることが期待されます。その
中から生涯の友人が得られることもあるでしょう。

Ⅱ　就職分野別コース制の導入
　現代の学生は、在学中から就職を見据えた学修に努めることが必要に
なっています。
　2015年度から、学生が就職分野別コースを自ら選び就職を意識した
学修に努めることができるようにします。各コースにおいては、その分野
への就職に直接役立つ科目をコア科目として設定するとともに、関連す
る資格の取得や試験に合格できるよう関係教員が親身になってきめ細か
く支援します。

Ⅳ　広い視野の獲得や基礎学力の向上を一層支援
　一般教養科目は、「考える力」を育む上で必要不可欠です。教養教育は
欧米では「リベラル・アーツ」と呼ばれ、その元来の意味は「（人間を）自
由にする学問」であり、その起源は古代ギリシャに遡ると言われています。
それは「時代環境の変化から人間を自由にしてくれるもの」なのです。
　このような観点から教養教育を重視してまいりましたが、2015年度カリ
キュラム改訂において「世界史概説」・「実践能力開発」などの新たな教養
科目を開設し、「考える力」をより一層身につけることができるようにします。
　また基礎学力に不安をもつ新入生に対する支援として、国語・数学・英
語について先輩学生が家庭教師的に教えるチューター制度を設けること
としています。

　2015年度から、インターンシップをできるだけ多くの学生が経験する
ことを奨励することとしています。「百聞は一見にしかず」の格言通り、
社会人になるとはどういうことかを実感でき、就職後の自分の姿をイメー
ジしながら学修に専念できるようになることが期待されます。

（左上の図解参照）

Ⅴ　インターンシップの強化

Ⅴ
Ⅶ
ⅥⅥ　課外活動の一層の奨励

　「チームで働く力」を身につけるためには、集団スポーツをはじめとす
るクラブ活動や同好会活動が効果的です。これらの課外活動団体は１年
次生から４年次生までの年齢が異なる学生で構成されることから、実社
会で一般的である年齢階層組織になじむうえでも効果的です。
　このような観点から、従来から課外活動を奨励してきましたが、新た
に定例リーダーミーティングの開催など様々な措置を講じることによ
り、課外活動をより一層奨励し、もって学生の人間力・社会人基礎力や
課題対応の意欲と能力の育成に役立てていきたいと考えています。

Ⅶ　その他の新たな取り組み
　冒頭の３つの目標を達成するためにアクション・プログラムを定め
て、上記Ⅰ～Ⅵの取り組みの他にも様々な新たな取り組みを進めていま
す。具体的には一部残っている大人数講義の分割・適正化、シラバス
（授業内容の要旨を記した資料）の充実、履修体系図の作成、出欠管
理の迅速化などによる退学防止、キャリアセンターの一層の充実、千
葉経済界との連携強化などなどです。

【就職支援の流れ／インターンシップのタイミング】
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　時代環境や学生自身の変化に対応して教育の質の向上を図り、もって全ての学生がしっかり
した社会人として巣立てるようにするため、千葉経済大学は、従来からの取り組みに加えて、
新たに次の取り組みを行います。

千葉経済大学の新たな取り組み

新たな取り組みと、従来からの取り組み
により次の３つの目標の達成を目指して
います。

・あたたかく面倒見の良い大学

・人間力・社会人基礎力をつけて
　社会に送り出す大学

・千葉の経済に強く、
　千葉の就職に強い大学

　本事業は、教学面からの大学改革に組織的・体系的に取り組む私立大学等
を選定し、当該大学等の財政基盤の充実を図るため、経常費・施設費・設備
費を一体として重点的に支援するものです。
　本学は文部科学省の平成26年度私立大学改革総合支援事業のうち、タイプ
１【建学の精神を生かした大学教育の質向上】に申請し、選定されました。
タイプ１は、全学的な体制での教育の質的転換（学生の主体的な学修の充実
等）に取り組むもので、今回の採択は本学の取り組みが文部科学省に優れて
いると認められたことを示すものです。
詳しい内容は、文部科学省「私立大学等改革総合支援事業」をご覧ください。
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shinkou/
07021403/002/002/1340519.htm

文部科学省の
「平成26年度私立大学等改革総合支援事業」に

選定されました。

文部科学省の
「平成26年度私立大学等改革総合支援事業」に

選定されました。

右側のタワーは昨年竣工したエレベータ棟です
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